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診療報酬改定結果検証に係る特別調査（平成 19 年度調査） 

後発医薬品の使用状況調査 結果概要（速報） 

 

１．目的 
・処方せん様式の変更による後発医薬品の使用状況の把握 

・後発医薬品の使用に関する医療機関・医師の意識の把握 

・後発医薬品の使用が進まない理由等の把握 

 
 

２．調査対象 
・本調査では、「保険薬局調査」「診療所調査」「病院調査」「医師調査」の 4 つの調査を実

施した。各調査の対象は、次のとおりである。 

・保険薬局調査：全国の保険薬局の中から層化無作為抽出（都道府県別、法人・個人別）

により抽出した 1,000 施設。 

・診療所調査：全国の一般診療所の中から無作為に抽出した 2,000 施設。 

・病院調査：全国の病院の中から無作為に抽出した 1,000 施設。 

・医師調査：上記「病院調査」の対象施設に勤務する、診療科の異なる 2 名の医師。 

 

 

３．調査方法 
・対象施設・医師が記入する自記式調査票の郵送配布・回収とした。 

・保険薬局調査については、施設属性、処方せん枚数等を尋ねる「様式 1」と、実際に調剤

した薬剤料を尋ねる「様式 2」の 2 種類の調査票を配布した。 

・診療所調査については、施設の概況や院外処方せんの発行状況、後発医薬品の使用状況

と使用に関する意識、後発医薬品を使用する上での課題等を尋ねる「診療所票」を配布

した。 

・病院調査については、施設の概況や院外処方せんの発行状況、入院患者に対する後発医

薬品の使用状況、後発医薬品を使用する上での課題を尋ねる「病院票」を配布した。 

・医師調査については、医師に後発医薬品の使用状況と使用に関する意識等を尋ねる「医

師票」を配布した。配布に際しては、上記の病院調査の対象施設を通じて行ったが、回

収は、各医師から調査事務局宛の返信用専用封筒にて直接回収した。 

・調査実施時期は平成 19 年 7 月～8 月。 
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４．調査項目 
 
調査区分 種類 主な内容 

様式 1 ・所在地、組織形態、職員数 
・調剤基本料の種類、基準調剤加算の有無 
・主たる処方せん発行医療機関、特定の医療機関に係る処方せん割合 
・1 か月間の取り扱い処方せん枚数及び「後発医薬品への変更可」欄に処方医

の署名等がある処方せん枚数、実際に後発医薬品に変更した処方せん枚数

・後発医薬品への対応状況等（後発医薬品についての説明を行った患者の割

合、説明時間、後発医薬品の備蓄品目数） 
・後発医薬品の使用を希望しなかった患者の割合、在庫がなく後発医薬品に

変更できなかった患者の割合 
・後発医薬品への変更を進める上での課題 
・後発医薬品を使用する上での問題点・課題等 

保険薬局

調査 

様式 2 ・処方せんへの記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料及び実際に調剤した

薬剤料等 
診療所調査 ・属性（性別、年齢、担当診療科） 

・施設の概要（所在地、開設者、種別、主たる診療科、医師数・薬剤師数、

医薬品備蓄品目数） 
・入院患者に対する後発医薬品の使用状況等（1 か月間の延べ在院患者数、後

発医薬品の使用状況、後発医薬品使用に際しての問題発生の有無 
・院外処方せん発行の有無 
・外来診療の状況等（1 か月間の外来診療実日数及び外来延べ患者数、院外処

方せん発行枚数、うち後発医薬品を含む処方せんの枚数） 
・後発医薬品の使用状況（「後発医薬品への変更可」欄に署名した処方せんの

発行の有無、うち患者の希望によるものの割合、後発医薬品に関心のある

患者の割合、後発医薬品の処方割合） 
・後発医薬品の使用に関する意識等（後発医薬品の薬事承認に必要なデータ

についての知識、後発医薬品の処方に関する意識、処方しない場合の理由）

・保険薬局からの情報提供に関する意向（望ましい情報伝達方法、タイミン

グ、入手したい情報） 
・後発医薬品を使用する上での問題点・課題等 

病院調査 ・施設の概要（所在地、開設者、許可病床数、種別、DPC 対応の状況、特定

入院料の状況、医師数・薬剤師数、医薬品備蓄品目数） 
・外来の処方に際しての後発医薬品の使用に関する施設の方針 
・入院患者に対する後発医薬品の使用状況等（1 か月間の延べ在院患者数、後

発医薬品の使用状況、後発医薬品使用に際しての問題発生の有無 
医師調査 ・属性（性別、年齢、担当診療科） 

・後発医薬品の使用状況（「後発医薬品への変更可」欄に署名した処方せんの

発行の有無、うち患者の希望によるものの割合、後発医薬品に関心のある

患者の割合、後発医薬品の処方割合） 
・後発医薬品の使用に関する意識等（後発医薬品の薬事承認に必要なデータ

についての知識、後発医薬品の処方に関する意識、処方しない場合の理由）

・保険薬局からの情報提供に関する意向（望ましい情報伝達方法、タイミン

グ、入手したい情報） 
・後発医薬品を使用する上での問題点・課題等 
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５．結果概要 
 
（１）回収の状況 
 

図表 1 回収の状況 

調査区分 有効回収数 有効回収率 

①保険薬局調査 

 保険薬局数（様式 1） 583 58.3% 

 様式 2 に記載された処方せん枚数（209 薬局分） 1,838  － 

②診療所調査 

 一般診療所数 688 34.4% 

③病院調査 

 病院数 408 40.8% 

④医師調査 

 医師数 651 － 
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（２）保険薬局調査の概要 

1）薬局の属性 

 
図表 2 組織形態（法人・個人別）（n=583） 

法人, 81.0%

個人, 19.0%

472薬局

111薬局

 
 
 

図表 3 法人薬局の内訳（n=472） 

41.5% 55.1%

1.1%

0.0%

1.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

法人
（n=472）

株式会社　 有限会社　 合資会社　 合名会社　 その他　 無回答

 
 

 

図表 4 1 薬局当たり職員数（常勤換算、n=583） 

  平均値 標準偏差 中央値 

薬剤師（人） 2.5 2.0 2 

その他（事務職員等）（人） 2.1 1.8 2 

 
 

2）調剤の状況等 

 
図表 5 調剤基本料 

96.4%

2.4%1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=583）

調剤基本料(42点)　 調剤基本料(19点)　 無回答
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図表 6 基準調剤加算 

34.0% 1.7%11.1% 53.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=583）

基準調剤加算1(10点)　 基準調剤加算2(30点)　 算定していない　 無回答

 

 
図表 7 処方せん発行医療機関数（n=538） 

  平均値 標準偏差 中央値 

処方せん発行医療機関数（件） 31.7 37.5 21 

「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名
等がある処方せんの発行医療機関数（件） 

6.2 10.2 3 

   （注）無回答 44 件と無効 1件を除いた、有効回答 538 件での集計値． 

 
図表 8 主な処方せん発行医療機関種別 

13.7% 15.4%13.0% 57.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=583）

病院(200床以上)　 病院(200床未満)　 診療所　 無回答・不明

 
（注）「無回答・不明」には、主な処方せん発行医療機関種別を複数選択した施設が含ま

れる。 
 

図表 9 特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多いもの） 

2.2% 15.3% 51.5% 3.6%13.4% 14.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=583）

0～10％以下　 10％～30％以下 30～50％以下

50～70％以下 70％超 無回答

 
 

図表 10 特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多いもの） 
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  平均値 標準偏差 中央値 

特定の保険医療機関に係る処方 
せん割合（最も多いもの）（％） 

67.9 30.4 75.5 

 
 

3）取り扱い処方せんの状況（平成 19 年 7 月） 

 
図表 11 取り扱い処方せん枚数 

平成 19 年 7 月 

(ア)1 か月全体

の取り扱い処方

せん枚数 

(ｲ)うち、7/23～

7/29 の取り扱い

処方せん枚数 

  

n=576 n=574 

① すべての取り扱い処方せん枚数 755,545  178,211 

  
② ①のうち、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の

署名等がある処方せん枚数 
131,337  31,249 

    
③ ②のうち、実際に後発医薬品に変更した処方

せん枚数（1 品目でも変更した場合を含む） 
10,709  2,538 

      
④ ③のうち、後発医薬品情報提供料を算定

した処方せん枚数 
3,168  764 

    

⑤ ②のうち、処方せんに記載されたすべての銘

柄について後発医薬品が薬価収載されていな

いために、後発医薬品に変更することができな

い処方せん枚数（後発医薬品のみが記載された

処方せんを含む） 

14,504  3,541 

    

⑥ ②のうち、「後発医薬品についての説明」を行

ったにもかかわらず、患者が希望しなかったた

めに、後発医薬品に変更することができなかっ

た処方せん枚数 

  2,886 

  

⑦ ①のうち、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の

署名等がなく、後発医薬品を銘柄指定している処方

せん枚数 

  39,332 

*「後発医薬品についての説明」とは 
 後発医薬品と先発医薬品とが同等であること（例えば、品質、安定性、生物学的同等性試験結果など）

の説明に加え、患者の処方せんにおける変更前の薬剤料と変更後の薬剤料の差額等についての説明などを

指す。 
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図表 12 すべての処方せんにおける、「後発医薬品への変更可」欄への処方医の署名の有無 

（平成 19 年 7 月 1か月分の処方せんベース）

17.4% 82.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

署名あり　 署名なし

n=755,545

131,337枚 624,208枚

 
 

図表 13 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん 

（n=131,337）における、後発医薬品への変更状況 

（平成 19 年 7 月 1か月分の処方せんベース） 

8.2% 80.8% 11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後発医薬品に変更した

後発医薬品に変更しなかった

すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に
変更することができない

n=131,337

 

 

 
図表 14 1 か月間の取り扱い処方せんのうち、「後発医薬品への変更可」欄に 

処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局数の割合（薬局ベース） 

83.9% 11.3% 4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後発医薬品への変更可の署名のある処方せんの取り扱いが1枚以上ある薬局

取り扱いがない薬局

無回答

n=583

489薬局
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図表 15 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局 

（489 薬局）のうち、実際に後発医薬品に変更した薬局数の割合（薬局ベース）

34.8%64.2% 1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

それらの処方せんを1枚以上実際に後発医薬品へ変更した薬局

後発医薬品へ変更しなかった薬局

無回答

n=489

170薬局314薬局

 
 

図表 16 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局

（489 薬局）における、後発医薬品への変更可の処方せん（後発医薬品が存在す

るもの）に占める、後発医薬品への変更割合別の度数分布（薬局ベース） 
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図表 17 平成 19 年 7/23～7/29 の 1 週間分の処方せん（n=178,211）における、 

後発医薬品処方の状況（1週間分の処方せんベース） 

22.1% 17.5% 60.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後発医薬品を銘柄指定している

「後発医薬品への変更可」に処方医の署名あり

「後発医薬品への変更可」に処方医の署名なし（後発医薬品の銘柄指定もない）

n=178,211

39,332枚 31,249枚 107,630枚

 

 
      （参考）後発医薬品を銘柄指定している処方せんを除いた処方せんにおける、 

「後発医薬品への変更可」欄の処方医の署名の有無 

22.5% 77.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

署名あり 署名なし

n=138,879

 
 
 

図表 18 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん 

   （n=31,249）における、後発医薬品への変更状況（1週間分の処方せんベース） 

8.1% 71.3% 11.3% 9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後発医薬品に変更した

後発医薬品に変更しなかった

すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に変更する
ことができなかった

後発医薬品の説明を行ったにもかかわらず、患者が希望しなかったために、後発医薬品に
変更できなかった

n=31,249
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4）後発医薬品への対応状況（平成 19 年 7 月 2 日現在） 

 
図表 19 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、後発医薬品が薬価収載 

されている先発医薬品を含む処方せんを持参した患者のうち、 

後発医薬品についての説明を行った患者の割合（薬局数ベース）

49.6% 6.7% 5.7%4.3%5.8% 21.6% 6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満

50％以上～70％未満 70％以上～90％未満 90％以上

無回答

全体
（n=583）

 
 

図表 20 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、後発医薬品についての 

説明を行った患者のうち、後発医薬品の使用を希望しなかった患者の割合 

（薬局数ベース） 

36.7% 10.5% 6.9% 9.1% 8.7% 19.4% 8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満

50％以上～70％未満 70％以上～90％未満 90％以上

無回答

全体
（n=583）

 
図表 21 後発医薬品についての説明を行ったにもかかわらず、 

患者が後発医薬品の使用を希望しなかった理由（単数回答、n=583） 

31.7%

6.3%

4.1%

30.0%

15.4%

12.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

薬剤料等（患者自己負担額）
の差額が小さい

公費負担の患者であるため、
経済的ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞがない

過去に後発医薬品を使用
したが合わなかった

後発医薬品に対する
不安がある

その他

無回答
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図表 22 患者 1人に要する平均説明時間（n=583） 

  平均値 標準偏差 中央値 

後発医薬品説明＋服薬指導時間 初回(分) 11.69 7.82 10.00 

後発医薬品説明＋服薬指導時間 2 回目以降(分) 5.84 4.25 5.00 

一般的な服薬指導時間(分) 5.68 3.54 5.00 

注）「後発医薬品説明」：後発医薬品と先発医薬品とが同等であること（例えば、品質、安定性、生物学的

同等性試験結果など）の説明に加え、患者の処方せんにおける変更前の薬剤料と変更後の薬剤料の差

額等についての説明などを指す。 
 
 

図表 23 患者 1人に要する平均説明時間（n=583） 

5.3%

32.1%

35.2%

28.0%

34.6%

36.7%

25.6%

14.4%

17.2%

31.4%

5.7%

3.6%

9.8%

13.2%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後発医薬品説明＋一般的服薬指導
の合計時間（初回）

後発医薬品説明＋一般的服薬指導
の合計時間（2回目以降）

一般的な服薬指導の時間

5分未満 5～10分未満 10～15分未満 15分以上 無回答

 
 
 

図表 24 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、後発医薬品が薬価収載 

されている先発医薬品を含む処方せんを持参した患者のうち、当該後発医薬品の 

在庫がなくて後発医薬品に変更できなかった患者の割合（薬局数ベース） 

50.9% 14.1% 7.5% 6.2% 5.5% 6.5% 9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満

50％以上～70％未満 70％以上～90％未満 90％以上

無回答

全体
（n=583）

 
 

 11



5）備蓄医薬品の状況 

 
図表 25 備蓄医薬品品目数の変化（n=583） 

 
平成 18 年 

10 月 
平成 19 年 

7 月 
伸び率（％）

平均値 791.0 842.7 6.5%

標準偏差 589.7 587.0   医薬品全品目数（Ａ） 

中央値 714 771 8.0%

  平均値 76.2 94.4 23.9%

  標準偏差 100.3 99.8   

  

うち、後発医薬品の品目数（Ｂ） 

中央値 50 61 22.0%

  平均値   21.9   

  標準偏差   69.5   

  

うち複数銘柄の後発医薬品を備え
ている先発医薬品の品目数 

中央値   5   

平均値 9.6% 11.2%   
（Ｂ）／（Ａ） 

中央値 7.0% 7.9%   

 
 

図表 26 後発医薬品の備蓄品目数の変化（n=583） 

1.4%

2.2%

32.4%

37.7%

27.3%

22.6%

22.1%

15.1%

6.3%

3.6%

6.2% 4.3%

2.4% 16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成19年7月

平成18年10月

０品目 1～50品目未満 50～100品目未満 100～200品目未満

200～300品目未満 300品目以上 無回答

 
 

図表 27 在庫がなくて後発医薬品に変更できないケースをないようにするために、 

必要な後発医薬品の備蓄品目数 

12.3% 15.6% 13.7% 9.9% 3.6% 11.0% 33.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=583）

100品目未満 100～200品目未満 200～300品目未満 300～400品目未満

400～500品目未満 500品目以上 無回答
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6）後発医薬品への変更を進めるための要件 

 
図表 28 処方せんの「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があったが、 

変更しなかった場合について、薬局の立場として後発医薬品への変更を 

進めるための要件（単数回答、n=583） 

50.8%

20.8%

12.3%

2.1%

9.4%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

薬剤師が患者に十分に説明できるだけの時間や後発医
薬品の備蓄ｺｽﾄ増に見合った調剤報酬上の評価

後発医薬品メーカーによる情報提供や
安定供給体制の確保

後発医薬品に対する患者の理解

特に対応は必要でない

その他

無回答

 
 

7）後発医薬品に変更して調剤した処方せんに係る薬剤料の状況 

 
図表 29 7/23～29 に後発医薬品に変更して調剤された処方せん（1,838 枚）の状況 

  平均値 
標準 
偏差 

中央値 

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A） （点） 946.0 1,901.8 442.0 

実際に調剤した薬剤料（B） （点） 684.6 1,493.2 308.0 

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、
実際に調剤した薬剤料の割合（Ｂ／Ａ） （％） 

72.4%   69.7% 

 
図表 30 患者一部負担金割合別にみた、7/23～29 に後発医薬品に変更して 

調剤された処方せん（1,838 枚）の状況（平均値） 

患者一部負担金割合 
  

全体 0 割 1 割 2 割 3 割 10 割 

処方せん枚数（枚） 1,838 131 552 6 1,122 6

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A） （点） 946.0 896.1 975.6 142.5 950.6 208.5

実際に調剤した薬剤料（B） （点） 684.6 666.0 753.2 101.3 659.6 176.5

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、
実際に調剤した薬剤料の割合（Ｂ／Ａ） （％） 

72.4% 74.3% 77.2% 71.1% 69.4% 84.7%

（注）患者一部負担金割合の「全体」には、患者一部負担金割合が不明だった処方せん 21 枚が含まれる。 
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（３）診療所・病院・医師調査の結果概要 

1）診療所の施設属性 

図表 31 診療所の開設者 

52.8% 41.3% 4.1%1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個人 法人 その他 無回答

全体
（n=688）

 
 

図表 32 診療所の種別 

87.1% 12.5%0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無床診療所 有床診療所 無回答

全体
（n=688）

 
 

2）病院の施設属性 

図表 33 病院の開設者 

4.9% 24.3% 5.6%2.2% 42.6% 12.7%4.9% 2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国立 公立 公的 社会保険関係団体

医療法人 個人 学校法人 その他の法人

全体
（n=408）

 

 
図表 34 病院の病床規模 

10.0% 28.7% 29.4% 7.1% 9.8% 6.1% 8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

50床未満 50～99床 100～199床 200～299床 300～399床

400～499床 500床以上

全体
（n=408）
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図表 35 病院種別（複数回答、n=408） 

2.0%

7.6%

5.9%

29.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

特定機能病院

地域医療支援病院

がん診療連携拠点病院

臨床研修指定病院

 
 
 

図表 36 ＤＰＣ対応状況 

9.8% 20.6% 65.4% 4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

DPC対象病院 DPC準備病院 対応していない 無回答

全体
(n=408)

 
 
 

図表 37 特定入院料の状況（複数回答、n=408） 

8.3%

17.2%

3.7%

11.3%

12.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟入院料

亜急性期入院医療管理料

救命救急入院料

特定集中治療室管理料

小児入院医療管理料
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3）医師の属性 

図表 38 医師の性別 

86.8%

92.3%

12.5%

7.5%

0.7%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
(n=688）

病院
(n=651)

男性　 女性　 無回答

 
 

図表 39 医師の年齢 

5.4%

10.4%

18.8%

31.8%

34.2%

40.6%

17.7%

12.1%

21.8% 2.2%

4.5% 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
(n=688）

病院
(n=651)

39歳以下 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

平均値：51.2　中央値：51

平均値：58.1　中央値：57

 
 
 

図表 40 医師の主たる担当診療科 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

内

科
呼
吸
器
科

消
化
器
科

循
環
器
科

小

児
科

精
神
科

神
経
内
科

心
療
内
科

リ
ウ

マ
チ
科

外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

美
容
外
科

脳
外
科

呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外

科

小
児
外
科

産
婦
人
科

産
科

婦
人
科

眼
科

耳
鼻
咽

喉
科

皮
膚

科

泌
尿
器
科

性
病
科

こ
う
門
科

リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ

ョ
ン
科

放
射
線
科

麻
酔
科

歯
科
口
腔
外

科

胃
腸
科

複
数
診
療
科

無
回
答

診療所
(n=688)

病院
(n=651)
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4）診療所・病院の体制 

 
図表 41 常勤の医師数・薬剤師数 

  平均値 標準偏差 中央値 

診療所 医師数(人) 1.2 0.6 1 

n=688 薬剤師数(人) 0.1 0.3 0 

病院 医師数(人) 31.4 65.8 9 

n=408 薬剤師数(人) 6.4 7.2 4 

 
 

5）診療所・病院における医薬品の備蓄状況 

 
図表 42 医薬品の備蓄状況 

  診療所（n=688） 病院（n=408） 

  平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値 

①医薬品備蓄品目数（品目） 149.4 500.3 80.0 881.1 548.6 800.0 

②うち後発医薬品の備蓄品目
数（品目） 

23.4 36.0 9.0 74.7 66.8 61.5 

③②／① 15.7%   11.3% 8.5%   7.7%

 
 

図表 43 後発医薬品の備蓄状況 

23.0 %

2.5 %

50.0 %

30.9 %

9.3 %

39.2 %

5.2 %

18.1 %

12.1 %

2.7 %

0.4 %

1.7 %

0.0 %

4.9 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
（n=688）

病院
(n=408）

０品目 1～50品目未満 50～100品目未満 100～200品目未満

200～300品目未満 300品目以上 無回答
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6）入院患者に対する後発医薬品の使用状況等 

 
図表 44 1 か月間の延べ在院患者数 

  有床診療所（n=61） 病院（n=408） 

  平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値 

1 か月間の延べ在院患者数(人) 363.0 431.1 277.5 4,782.0 4,505.0 3,312.5

（注）有床診療所 86 施設のうち平成 19 年 7 月 1 か月間の延べ在院患者数 0 人という施設 25 施設を除いて

集計している。以下、同様。 

 

図表 45 入院患者に対する後発医薬品の使用状況 

18.0%

24.5%

57.4%

52.5%

16.4%

15.0%

1.6%

5.1% 2.9%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有床診療所
（n=61）

病院
（n=408)

後発品があるものは積極的に使用 後発医薬品のあるものの一部を使用

後発医薬品はほとんど使用していない その他

無回答

 
 

 
図表 46 病院における入院患者に対する後発医薬品の使用状況（ＤＰＣ対応状況別） 

24.5%

22.5%

19.0%

27.0%

52.5%

62.5%

56.0%

49.1%

15.0%

7.5%

20.2%

14.6%

5.1%

5.0%

4.8%

5.2%

2.9%

0.0%

4.1%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(n=408）

ＤＰＣ対象病院
(n=40)

ＤＰＣ準備病院
(n=84)

DPC対応をしていない病院
(n=267）

後発医薬品があるものは積極的に使用 後発医薬品のあるものの一部を使用

後発医薬品をほとんど使用していない その他

無回答

 
（注）「全体」には、「ＤＰＣ対応状況」について無回答であった 17 施設が含まれる。 

 

 18



図表 47 入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験の有無 

6.6%

18.1%

83.6%

78.4%

9.8%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

有床診療所
（n=61）

病院
（n=408)

ある ない 無回答

 

 
図表 48 「入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験がある」と 

回答した施設における、後発医薬品使用で生じた問題（複数回答）（病院 n=74） 

41.9%

36.5%

37.8%

12.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

品質上の問題

ﾒｰｶｰの情報提供体制上の問題

供給体制上の問題

その他

無回答

 
※有床診療所 4 件の回答内訳は、「品質上の問題」が 1 件、「メーカーの情報提供体制上の問題」

が 2 件、「供給体制上の問題」が 3 件、「その他」が 2 件であった。 
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7）院外処方における後発医薬品の使用状況 

 
図表 49 診療所における院外処方せん発行状況 

60.6% 39.0% 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

発行している 発行していない 無回答

全体
（n=688）

417施設

 

 
図表 50 診療所・病院における、1か月間の院外処方せん発行枚数 

診療所（n=417） 病院（n=408） 
  

平均値
標準 
偏差 

中央値 平均値 
標準 
偏差 

中央値

①1 か月間の院外処方せん発行枚数（枚） 718.0 835.9 554.0 3,059.1 3,994.6 1,666.5

②うち後発医薬品を含む処方せん枚数（枚） 372.8 545.4 196.0 1,105.1 1,728.3 546.5

③②／①(平均値・中央値) 51.9%   35.4% 36.1%   32.8%

 
 

図表 51 病院における外来処方に際しての後発医薬品使用についての施設としての対応 

20.1% 12.3% 51.2% 9.1% 7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後発医薬品を積極的に使用 後発医薬品をほとんど使用しない

個々の医師の判断による その他

無回答

全体
（ｎ=408）

 
 
 

図表 52 病院外来診療担当医における、後発医薬品の銘柄指定をした院外処方せん 

発行経験の有無（医師ベース） 

75.1% 23.2% 1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある　 ない　 無回答

全体
（n=651）
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図表 53 「後発医薬品への変更可」欄に署名した処方せんの発行経験の有無（医師ベース） 

66.4%

60.5%

33.1%

35.9%

0.5%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
（n=417）

病院
（n=651）

ある　 ない　 無回答

277人

394人

 

 
図表 54 このうち、患者の希望で「変更可」欄に署名した 

処方せんの割合（医師ベース） 

62.1%

58.9%

6.1%

10.4%

2.9%

6.3%

2.2%

3.8%

22.4%

17.0%

1.4%

3.0%

2.9%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
（n=277）

病院
（n=394）

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満

50％以上～70％未満 70％以上～90％未満 90％以上

無回答

 

 

 
図表 55 外来患者のうち、後発医薬品について関心がある（医師に質問する、 

使用を希望する）患者の割合（医師ベース） 

75.1%

69.4%

16.3%

19.0%

1.9%

2.0%2.9%

3.8%

5.4% 0.9%

0.2%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
（n=417）

病院
（n=651）

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満

50％以上～70％未満 70％以上～90％未満 90％以上

無回答
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図表 56 院外処方せんを発行した患者のうち、後発医薬品を処方した患者の割合 

（「後発医薬品への変更可」に署名の場合も含む）（医師ベース） 

31.7%

43.5%

16.5%

19.4%

13.4%

10.1%

11.8%

6.8%

10.3% 13.2% 3.1%

5.5% 8.1% 6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所
（n=417）

病院
（n=651）

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満
50％以上～70％未満 70％以上～90％未満 90％以上
無回答

 

 
 

8）後発医薬品使用に関する意識等 

 

図表 57 医師における、後発医薬品の薬事承認に必要なデータの内容に関する 

認知状況（医師ベース） 

22.0%

22.1%

22.0%

36.0%

38.1%

34.7%

40.5%

38.8%

41.6%

1.4%

1.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=1,068）

診療所
（n=417）

病院
（n=651）

だいたい知っている 少しは知っている ほとんど知らない 無回答
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図表 58 後発医薬品の処方に関する考え（医師ベース） 

11.0%

14.9%

8.6%

69.2%

64.5%

72.2%

17.9%

18.9%

17.2%

1.9%

1.7%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
（n=1,068）

診療所
（n=417）

病院
（n=651）

患者からの要望がなくても後発医薬品を積極的に処方

特にこだわりはない

患者からの要望があっても後発医薬品は基本的に処方しない

無回答

 

 
 

図表 59 「患者からの要望があっても後発医薬品は基本的には処方しない」と 

回答した医師（診療所 n=79，病院 n=112）における、 

後発医薬品を基本的には処方しないその理由（複数回答） 

85.3%

70.7%

51.3%

43.5%

64.4%

2.6%

23.6%

86.1%

79.7%

54.4%

41.8%

64.6%

1.3%

22.8%

84.8%

64.3%

49.1%

44.6%

64.3%

3.6%

24.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

品質への疑問

効果への疑問

副作用への不安

安定供給体制の不備

情報提供の不備

患者への普及啓発不足

その他

全体（n=191） 診療所（n=79） 病院（n=112）
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9）保険薬局からの情報提供についての意向 

図表 60 望ましい情報提供方法（医師ベース、単数回答） 

6.2%

26.6%

44.4%

2.2%

12.0%

4.8%

3.8%

12.0%

9.8%

41.2%

4.1%

21.8%

4.8%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

郵送

電話

FAX

電子メール

患者を通じて

その他

無回答 診療所（n=417） 病院（n=651）

 
 

図表 61 望ましい情報提供のタイミング（医師ベース、単数回答） 

71.9%

21.3%

1.4%

5.3%

48.4%

43.5%

1.7%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

変更調剤が行われた都度すぐに必要

次の診療時に提供されればよい

その他

無回答
診療所（n=417） 病院（n=651）

 
図表 62 保険薬局から入手したい情報（医師ベース、複数回答） 

85.6%

24.2%

34.5%

3.8%

6.7%

5.0%

85.3%

30.3%

45.3%

5.5%

3.5%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

先発品と変更した後発品の銘柄

変更した後発医薬品に関する外観

患者の薬剤料負担の軽減額

その他

欲しい情報はない

無回答 診療所（n=417） 病院（n=651）
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中医協 検－１－２ 

１ ９ ． １ ． ３ １
〔 参 考 〕 

平成 18 年度診療報酬改定結果検証に係る調査 

後発医薬品の使用状況調査 結果概要（速報） 

 

１． 目的 

・ 保険薬局における「後発医薬品への変更可」に処方医の署名等がある処方せんの受付

状況等の把握 

・ 保険薬局において実際に後発医薬品に変更して調剤した医薬品の状況等の把握 

 

２． 調査対象 

・ 全国の保険薬局から無作為抽出（都道府県別に層化）した 1,000 施設。 

 

３． 調査方法 

・ 自記式調査票の郵送配布・郵送回収。 

・ 施設属性、処方せん枚数等を尋ねる様式１と、実際に調剤した薬剤料を尋ねる様式２

を配布。 

・ 調査実施時期は平成 18 年 11 月。 

 

４． 調査項目 

 

区分 内容 

様式１ ・ 所在地、組織形態、職員数 

・ 調剤基本料の種類、基準調剤加算の有無 

・ 主たる処方せん発行医療機関及び当該医療機関の処方せん割合 

・ 1 ヶ月の取り扱い処方せん枚数及び「後発医薬品への変更可」欄

に処方医の署名等があるの処方せん枚数、実際に後発医薬品に変

更した処方せん枚数、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん

枚数 

・ 後発医薬品への対応状況（「後発医薬品への変更可」欄に処方医

の署名等がなかった場合の対応、後発医薬品への変更に関する患

者に対する平均説明時間等） 

・ 後発医薬品へ変更した場合の銘柄等情報の医療機関への情報提

供の方法、頻度、医療機関から受けた要望等 

・ 後発医薬品の備蓄状況 

様式２ ・ 処方せんへの記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料及び実際

に調剤した(後発医薬品を含む)薬剤料 
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５． 結果概要 

 

（１） 回収の状況（図表１） 

 
調査票 有効回収数 回収率 

保険薬局数（様式１） 635 63.5％

様式２に記載された処方せん数（177 薬局分） 1,032 －

 

 

（２） 1 ヶ月間の取り扱い処方せんの状況(平成 18 年 10 月)（図表２） 

 
全体(n=635)  

全枚数 
1 薬局あたり

の平均枚数 

①全ての取り扱い処方せん枚数 969,365 1,543.57

②うち、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある

処方せん枚数 
165,402 268.95

③うち、実際に後発医薬品に変更した処方せん枚数（1 品

目でも変更した場合も含む） 
9,452 15.60

 ④うち、後発医薬品情報提供料を算定した処方せん枚

数 
5,320 8.88

 

 

⑤「後発医薬品へ変更可」欄に処方医の署名等はあるが、

処方せんに記載されたすべての銘柄について後発医薬品が

薬価収載されていないために、後発医薬品に変更すること

ができない処方せん枚数 

14,278 25.09

 

・ 1 ヶ月間の全ての処方せん枚数全体（n=969,365）に占める「後発医薬品への変更可」欄

に処方医の署名等がある処方せんの割合（図表３） 

17.1% 82.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

署名あり 署名なし

N=969,365

 

803,963165,402 
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（３） 後発医薬品への変更割合（処方せん枚数ベース） 

 

・ 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん（n=165,402）における、

後発医薬品への変更状況（図表４） 

5.7% 85.7% 8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後発医薬品に変更した

後発医薬品に変更しなかった

すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されておらず、後発医薬品に変更不可能であった

N=165,402

 

9,452 
141,672 14,278 

 

（４） 後発医薬品への変更割合（薬局数ベース） 

 

・ １ヶ月間の取り扱い処方せんのうち、後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある

処方せんを取り扱った薬局数の割合（図表５） 

86.5% 10.4% 3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後発医薬品への変更可の署名のある処方せんの取り扱いが1枚以上ある薬局 取り扱いがない薬局 無回答

N=635

 

549 薬局 

・ 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局（549 薬局）

のうち、実際に後発医薬品に変更した薬局数の割合（図表６） 

54.2% 38.3% 7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

それらの処方せんを1枚以上実際に後発医薬品へ変更した薬局 後発医薬品へ変更しなかった薬局 無回答

N=549

 

298 薬局 210 薬局 
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・ 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局のうち、

後発医薬品へ変更可の処方せん(後発医薬品が存在するもの)に占める、後発医薬品への

変更割合別の度数分布（図表７） 
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8
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上
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0
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上

～

1

0

0
％
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後
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医
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品
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の
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後発医薬品へ変更した298薬局のうち、変更割
合が不明な5薬局を除いた　293薬局

 

 

（５） 後発医薬品への変更の状況 

 

・ 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを持参した患者への説明

（図表８） 

27.5% 40.4% 26.7% 6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=635）

すべての患者さんに説明できている ほぼすべての患者さんに説明できている

ほとんどの患者さんに説明できていない 無回答
 

 

・ 患者 1人あたりの平均説明時間（図表９） 

16.2%

38.4%

27.7%

33.9%

22.8%

11.5%

18.0%

2.5%

15.3%

13.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後発医薬品を選択した場合

（N=635)

後発医薬品を選択しなかった場合

（N=635)

5分未満 5～10分未満 10～15分未満 15分以上 無回答
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・ 患者が後発医薬品への変更を希望したが、処方せんの「後発医薬品への変更可」欄に処

方医の署名等がなかった場合の対応（図表１０） 

全体(N=635）

32.9%

22.6%

6.8%

10.7%

46.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その旨を患者さんに説明の上、変更しなかった

処方医に照会し、了解を得て変更した

処方医の照会で了解が得られず変更しなかった

その他

設問のようなケースはなかった

無回答

 

 

・ 患者が後発医薬品への変更を希望したが、患者が希望する後発医薬品の備蓄がなかった

場合の対応（図表１１） 

全体(N=635）

41.8%

16.1%

13.8%

41.7%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

直ちに手配し、変更した

その旨を患者さんに説明の上、変更しなかった

その他

設問のようなケースはなかった

無回答

 

 

（６） 備蓄医薬品の状況 

 

・ 備蓄品目数の変化（図表１２） 

 

 平成 17 年 10 月 平成 18年 10 月 

平均値 805.50 870.58 
医薬品全品目数 

中央値 750.00 800.00 

平均値 70.19 97.64  
うち、後発医薬品の品目数

中央値 48.00 68.00 

医薬品全品目数（平均値）に占める、後発

医薬品品目数（平均値）の割合 
8.7％ 11.2％ 
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・ 備蓄品目数の平成 17 年 10 月から平成 18 年 10 月にかけての変化率（品目数の伸び率）

の度数分布（図表１３） 
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（N=635)
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（７） 後発医薬品調剤に伴う薬剤料の状況 

 

・ 10/23～29 に調剤された処方せん（1,032 枚）の状況（図表１４） 

 平均値 標準偏差 

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A）（点） 839.47 1457.95

実際に調剤した薬剤料（B）（点） 605.72 1108.01

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に

調剤した薬剤料の割合（B／A）（％） 
65.91 23.29

※（注）後発医薬品に変更された医薬品及び変更されない医薬品を含めた、処方せん１

枚当たりの薬剤料を計算したもの。 

 

・ 記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、実際に調剤した薬剤料の割合の分布

（図表１５） 

3.9%
11.1%

36.5%

25.1%

23.4%

20％未満

20～40％未満

40～60％未満

60～80％未満

80％以上

n=1032
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